
健康寿命と医療費用 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１５．９．１０） 

 

 先月末、イギリスで発行されている医学雑誌『ランセット』に、アメリカのワシン

トン大学などが世界１８８カ国の人口問題を調査した結果を発表しましたが、２０１

３年に日本の健康寿命が女性で７５・６歳、男性で７１・１歳となり、ともに世界一

になったということです。 

 健康寿命はご存知の方も多いと思いますが、２０００年に世界保健機関（ＷＨＯ）

が提唱した概念で「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」

と定義されており、例えば、日常的に介護などに頼らずに１人で生活できる期間を意

味します。 

 一般的に話題になるのは平均寿命ですが、寝たままで生活している状態で長生きし

ても、本人も憂鬱でしょうし、周囲も世話をしなければならないので、自分で生活で

きる状態を長くすることが重要だという意味で提唱されたわけです。 

 

 その論文には、１９９０年の数字も計算して発表されていますので、それによって

過去２３年間の変化を計算してみると、世界全体では平均寿命は６５歳から７２歳と

７年増加し、健康寿命も５７歳から６２歳と５年増加しています。 

 ここでお気付きの方もおられると思いますが、平均寿命から健康寿命を引いた自立

して生活できない年数を仮に「不健康寿命」と名付けると、１９９０年には６５歳か

ら５７歳を引いた８年でしたが、２０１３年には７２歳から６２歳を引いた１０年に

増えていることになります。 

 つまり、２３年間で世界全体では不健康寿命が２年増えているのです。 

 

 日本について国立社会保障・人口問題研究所が推計した数字で調べてみると、この

不健康寿命は女性の場合、１９９０年には１・３年でしたが、２０００年には３・２

年、２０１０年には５・２年と増加しています。 

   男性についても、同様に０・７年、１・９年、３・６年と増えており、介護な

どを必要とする期間が増えています。 

 

 これは個人にとっても問題ですが、社会にとっても重要な問題です。 

 １週間前に厚生労働省が昨年度の医療費についての統計を発表しました。 

 それによると、全国の医療機関に支払われた医療費の合計がほぼ４０兆円になった

ということです。 

 経年的に見てみると、医療費は増加の一途で、１９８０年には１２兆円でしたが、

１９９０年には２１兆円、２０００年には３０兆円、２０１０年には３７兆円となり、

ついに昨年は４０兆円に到達したわけで、毎年２・１％の比率で増加してきたことに

なります。 

 このまま進めば１０年後の２０２５年には５０兆円に到達します。 



 １人あたりの医療費を計算しても、１９９０年の１７万円から２０００年には２４

万円、２０１０年には３７万円となり、このまま進めば２０２５年には４２万円に増

大します。 

 

 この数字だけでも深刻ですが、この金額が国民所得に占める比率を調べると、さら

に深刻な問題だということが分かります。 

 １９９０年の５・９％から、２０００年に８・１％、２０１０年には１０・６％と

なり、国家経済の１割が医療に使われていることになります。 

 この増加が先にご説明した平均寿命や不健康寿命に関係しており、この１年間に医

療費の増加は１・８％でしたが、高度な医療技術や高価な医薬品の導入で増えた部分

は０・６％で、残り１・２％は高齢人口の増加によって増えたのです。 

 高齢者の増加がどれほど影響しているかを示す数字もあり、後期高齢者である７５

歳以上の人の医療費は１９９０年には約６兆円で全体の２９％でしたが、２０１０年

には１３兆円で３４％に増大しています。 

 また１人あたりの年間医療費も７５歳以上は９３万円であるのに、７５歳以下は２

１万円と４・４倍も差があります。 

 しかも後期高齢者の窓口負担は１割で、５割は保険料、４割は税金で負担していま

すから、高齢者が増加し、しかも不健康寿命が増加していくことは医療財政にとって

重要な課題になります。 

 

 このような問題をどのように解決していくかの一つのヒントを紹介したいと思い

ます。 

 徳島県の山の中に上勝町という過疎地域があります。 

 現在では人口１８００人強で、６５歳以上の高齢者の比率が５０％、８０歳以上だ

けでも４００人強で２２％という日本の将来を先取りしているような超高齢社会で

す。 

 ここは２０１２年に映画『人生いろどり』のモデルにもなった、高齢の女性が中心

で木の葉っぱを売るビジネスで大成功している「株式会社いろどり」のある場所です。 

 これだけの高齢社会ですから一人あたり医療費は大きく、１９９６年には７６万円

でしたが、途中で多少上下はあるものの、２０００年には６９万円、２００６年には

６３万円まで下がり、徳島県の市町村では最小になりました。 

 完全な因果関係は分かりませんが、高齢者が毎日、山道を登って木の葉を採集に行

くために健康になったと同時に、忙しくて病院になど行く暇がなくなったことだと言

われています。 

 

 実際、都道府県単位で高齢者の有職率と老人医療費の関係を調べてみると、有職率

が１位で３０％の長野県は老人医療費が６０万円で全国最低ですし、２位の山梨県は

２８％で６４万円ですが、一方で下位の北海道は有職率１８％で９３万円、長崎県も



１８％で８８万円と明確に逆相関関係になっています。 

 

 内閣府の「いつまで働きたいか」という調査でも「働けるうちはいつまでも」が１

位で３７％、「７０歳くらいまで」が２位で２３％となっています。 

 株式会社いろどりを創業した横石知二社長が「年金より年収」という名文句を作っ

ておられますが、高度な医療技術と手厚い医療制度で病気の人を救うことは重要です

が、高齢者が元気な間は働いて病気になる暇がない仕組を作ることも社会として重要

だと思います。 


